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話題提供2：田辺第一小学校「シンサイミライ学校を受けた児童の様子について」 (2)

佐々木 三千代 （当時の田辺第一小学校 教諭） 

 

田辺第一小学校は沿岸部に位置しておりまして、4階の教

室からは綺麗な海がすぐそこに見えるというような学校で

す。私は、シンサイミライ学校で片田先生の授業を受けた当

時の 4年生を担任していた者です。これから、片田先生に教

えていただいた子どもたちが、その授業で何を学び、どのよ

うに変わったのかという点について、お話しをさせていただ

きます。 

1.写真は、授業を受けた子たちが 6年生になったときに、夏

休みの奉仕作業で育友会の方々と一緒にかまどベンチを

つくったときの様子です。かまどベンチを使って日赤奉仕

団の方と一緒に炊き出し実習をおこないました。 

2. 2011年 3月 11日の東日本大震災が発生したときの様子を

お話ししたいと思います。震災当時、この子たちは小学校

2年生でした。授業も終わってほとんどの子どもが下校し

ていました。私は数名の子どもたちと一緒に教室に残って

いたのですが、大きな揺れを感じたのを今でも覚えていま

す。田辺市にも大津波警報が発表されました。下校してい

た子どもたちの様子を紹介します。友達と一緒に帰ってい

た Aさんは、途中で近所のおじさんに「警報が出たから、

はよ帰りよし」と言われて急いで帰ったそうです。地震が

起きたときに家にいた Bくんは、お母さんとの約束で「学

校に避難する」ことになっていたので、いったん家をでて、

学校に向かいました。しかし、途中で友達の家に寄って遊

んでしまいました。その後、この子のお母さんは、「学校

に子どもがいない」ということで、私たちと一緒に探し回

りました。家にいた C さんは、警報の放送は聞こえまし

たが、何もせずにそのまま家で過ごしていたそうです。 

3.津波が来るかもしれないと思って、家の 2階や屋上にあが

った子もいましたが、ほとんどの児童は避難もせずに、普

段通りの生活を送っていました。私たちが少し地域を見回

っても、自転車に乗って、「いま習いごとの帰りだ」と言

って帰っている子もいました。このときには何の知識もな

かったというのが実情です。子どもたちの様子からわかっ

たことは、まずは津波ということに出会ったことがないの

で津波の怖さを知りません。そして、逃げなければいけな

いとは、わかっているけれど“どこに逃げればいいのか”
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がわかっていない。それから、津波が来るとわかったとき

の行動を家族できちんと話し合っていないので、“どうす

ればいいのかわからない”といった状況でした。 

4.そこで、まずは、片田先生に来ていただく前に「津波の怖

さを知る」ということで、稲村の火の紙芝居を見せて学習

しました。 

5.次に、東日本大震災のときの映像を見せました。子どもた

ちからは「津波が来て人々は焦っていた」「車で逃げても

津波に襲われたら逃げられなくなると思った」「津波はも

のすごいスピードで来ていた」「木や家やいろいろな物が

流されていて怖かった」「津波はものすごいスピードで勢

いよく来るからとても怖いと思った」「もし家族が死んで

しまって一人ぼっちになったらどうしようと思った」とい

うような“津波が怖い”ということや、“津波に飲み込ま

れて自分が一人になってしまったらどうしよう”というよ

うな感想が多く出されました。 

6.そのときの板書です。このあと、子どもたちと一緒に「津

波から命を守るためにどうしたらいいだろう」ということ

についても考えました。子どもたちからは、「とにかく高

くて丈夫で海から遠いところに逃げないとだめなんじゃ

ないか」という意見がでたので、次に避難場所について考

えました。 

7.子どもたちからでた“近くにある高くて丈夫で海から遠い

ところ”は、資料にある 5箇所くらいでした。学校の屋上

の高さも実際に測ってみました。東日本大震災のような大

きな津波が来たときに、「本当にここで大丈夫だろうか」、

「安全だろうか」と不安に思い、より安全な避難場所も考

えました。そしてでてきたのが、近所にあるオーシティー

という大型スーパーです。次に、本当にここまで避難でき

るかどうかを考えました。 

8.学校からオーシティーまでは約 1.4km です。どのくらいの

時間がかかるのか実際に走って確かめてみました。資料の

写真はそのときの様子です。保護者の方にも一緒に参加し

ていただき、9つのグループにわかれて避難しました。遅

いグループで 20 分、早いグループだと 14 分でした。こ

れなら津波が来る前に避難できるのではないか、と子ども

たちも私も考えました。ここまでが、片田先生に来ていた

だく前に、当時の 4年生が実践していたことです。そして、

片田先生にシンサイミライの授業をしていただきました。 

 

 

 

 

 
 



12 

9.田辺第一小学校に来られた片田先生は、「家に一人でいる

ときに地震が起こったらどうする？」と子どもたちに尋ね

られました。ほとんどの子どもたちは、「家族を待って避

難する」という答えでした。片田先生は「みんなを助けに

きたおうちの人は大丈夫なのかな？」「逃げ遅れたりしな

いのかな？」と子どもたちに投げかけ、「みんなが助かる

ためにはどうしたらいいのかな？」と尋ねられました。ビ

デオにもありましたが、聞かれた子どもたちは「どうした

らいいんだろう？」「おうちの人が迎えにきたら、おうち

の人が危ないな」「でも僕一人じゃ逃げられないし、どう

したらいいんだろう？」というふうに本当に困った様子で

した。 

10.片田先生は「津波てんでんこ」の話もしてくださいまし

た。ご存知の方も多いと思いますが、「津波てんでんこ」

とは、三陸地方に伝わる津波から子孫を守るための知恵で、

“地震があったら家族のことさえ気にせずてんでばらば

らに自分の命を守るために一人ですぐに避難せよ”という

教えだそうです。 

11.その後、ビデオにもありましたように『約束の命』とい

うアニメを見ました。ここで子どもたちは“家族がお互い

に、一人ひとりがちゃんと逃げるということを信じあって

いて、一人ひとり別々にちゃんと逃げることが家族一人ひ

とりの命を守ることになる”ことを学びました。そして片

田先生からの宿題として、おうちの人にそのことを一生懸

命伝えたわけです。 

12.左海さんの家の様子がビデオにありましたが、ほとんど

の子どもたちが、おうちの人にその日の授業で学んだこと

と、“自分は一人でもちゃんと逃げる”ことを必死になっ

て伝えました。次の日、学校へ来て子どもたちにその日の

様子・感想を書いてもらったのがこの資料です。 

13.ビデオにあった女の子の感想です。ほとんどの子どもた

ちが、このように「ちゃんと逃げるよ」というように意識

が変わったようです。 

14.シンサイミライ学校で片田先生に教えていただいたこと

により、田辺第一小学校の子どもたち、保護者、職員は多

くのことを学びました。一つ目は、「自分の命は自分で守

る」ということです。津波のことをよく知り、避難場所や

避難経路を考え、一人でも自分から避難することが大事だ

ということです。二つ目は「家族の絆」です。みんなが助
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かるためには、家族が互いに信頼し合うことが大事だとい

うことです。三つ目は「ふるさと田辺を愛する心」です。

津波が来るかもしれないと思って、恐れて生活するのでは

なく、この愛するふるさと田辺から犠牲者を出さないため

に、自分たちが今できる最善のことを考えて、実行してい

くことが大事だということです。 

15.片田先生によるシンサイミライ学校以降の取り組みとし

て、子どもたちは一人ひとり防災マップをつくりました。

参観日に保護者の方と一緒にどこに逃げるのが安全かを

考えたり、おうちの人との約束を決めたりしました。写真

は参観日の様子です。決めたことをみんなの前で発表しま

した。 

16.子どもたちがつくった防災マップの一部分です。自分の

家、放課後よくいる場所、避難経路、家の人との約束、避

難にかかる時間などを書き込んでいます。避難経路につい

ては、わかりやすくするために色わけをしました。 

17.シンサイミライ学校で片田先生に教えてもらったことで、

それまでとは違う変化が子どもたちにも保護者にもあら

われています。まず、家族で地震や津波について話し合う

機会が多くなり、防災グッズの点検や避難経路の確認をし

たというご家庭が増えました。「子どもたちがつくった防

災マップを使って避難してみた」という声も保護者から聞

かれました。そして、保護者の方の意識も変わりました。

「子どもだけで避難させるのは心配だし、本当に一人で大

丈夫なのか」というように不安だったのが、片田先生の授

業を受けたあとは、「自分の命は自分で守る。自分一人で

でもちゃんと逃げる」という子どもを信じてみよう。そし

て、「自分もちゃんと避難しよう」というように変わりま

した。ある保護者の感想を紹介させていただきたきます。

「最初に片田先生に『子どもだけでも自分一人ででも逃げ

る』と教えていただいたとき、目からうろこが落ちました。

そこから毎回、『自分の命は自分で守る』『一人でも逃げる』

ことを教えていただき、子どもたちにそういう気持ちが芽

生えたことは大きな進歩でした。親自身も心配や不安が尽

きない中で、子どもを信じてみようという希望が持てるよ

うになりました。実際の地震、津波を考えると被害の大き

さに心が痛み、足がすくみます。子ども一人ならなおさら

です。でも、そんなときには地域の人々、近くにいる人た

ちが声をかけてくれたり、導いてくれたりするだろうとい
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う希望を胸に、これからは『自分の命は自分で守る』『一人ででも逃げる』ことを子どもと一緒に実

践していきたいと思います。避難場所や経路についてはまだまだ不安が残りますが、最善の方法を家

族で考えていきたいと思います。」という感想をいただきました。多くの保護者の方から、「本当に子

どもを信じてみよう」、「実際に私もそういうふうに実践します。いろんなことを学べて良かったです。」

とおっしゃっていただきました。 

18.子どもたちももちろん変わりました。シンサイミライ学校の授業があってからしばらくした日に地震

が発生したことがありました。私は教室にいましが、子どもたちは教室に戻ってきました。「どうし

たの？」と聞くと、「先生、地震があったやろ？津波来るかもしれないと思って戻ってきて、屋上へ

逃げようと思ったんだ」と言っていました。私はそんな意識が全然ありませんでしたが、子どもたち

は教えられたことはすぐに頭の中に入るんだなとビックリしたのを覚えています。学校の近くや運動

場にいた子どもたちは、教室に戻ってきて屋上に逃げようとしました。次の日、子どもたちに聞いた

ところ、家にいた子どもたちは、2階や屋上に逃げようと思ったり、実際に逃げた子も多かったです。

地震が発生したときに帰る途中だった子どもたちは、近くに高い所がないか探したと聞きました。地

震から津波を予想した子どもが多くて、私はびっくりしました。明らかに子どもたちの意識が変わり

ました。自分のことで精一杯だった子どもたちが、「この防災の学習を通して学んだことを、大人に

も伝えていかなければならない」と思うようになったり、「いざというときには私たち高学年が低学

年の子どもたちを連れて逃げなければならない」と思うようになりました。もちろん全員ではありま

せんが、そういう意識が高まったのは事実です。そして何より家族を思う心が育ちました。 

19.シンサイミライ学校で片田先生に授業をしていただいてから 3 年が経ちましたが、今も田辺第一小

学校では、「自分の命は自分で守る」を合い言葉に、津波について知り、一人ひとりの防災マップを

作っています。地震の避難訓練はもちろんですが、学年ごとにオーシティーまで走ることもしていま

す。そして、保護者の方々にも地震や津波について知ってほしいと思い、参観日等を使って、防災の

授業をしています。「今まで知らなかったことを、子どもたちと一緒に学べて、防災について考える

良い機会になった」というご意見をいただいています。田辺市では、地震や津波だけではありません。

地震や津波に限らず、“災害による犠牲者ゼロの田辺”を目指して、自分の命は自分で守れる子ども

たちにするために、保護者の方々や地域の皆さんとともに、これからも防災学習に取り組んでいきた

いと思います。 

 

  


